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令和６年

１．質の高い安全な医療を提供する

２．多職種によるチーム医療を実践する

３．安心と信頼を提供できる職員の育成を行う

４．地域に必要とされる病院として「思いやり

の心」を大切にする
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画像診断部のご紹介画像診断部のご紹介

次ページへ続く

　画像診断部は診療放射線技師が12名、

事務１名の計13名で業務に当たっています。

MRI専門技師３名、CT認定技師３名、IVR

専門技師（血管撮影・インターベンション専

門診療放射線技師）１名がおり、専門分野

の勉強にも積極的に取り組んでいます。

業務内容

　放射線を用いて行う検査（レントゲン・

CT等）、患者様・職員の被曝低減管理、

放射線を使用しない検査（MRI 等）を行っ

ています。また、24時間365日画像検査

ができるように診療放射線技師は当直体

制を採用しています。

当院でできる画像検査

　一般撮影、CT検査、MRI検査、血管撮

影検査、透視検査（X-TV）、骨密度検査

を行っています。検査件数の多い画像検

査について一部ご紹介します。

一般撮影

　主に「レントゲン」と呼ばれている検

査です。胸部、腹部、骨や関節の状態等

を知ることができます。検査時間も短く

非常に多く行われている検査です。

CT検査

　CTとは、コンピューター断層撮影法

（Computed Tomography）の略です。Ｘ線

を照射し、通過したＸ線量の差をデータ

として集め、コンピューターで処理する

ことによって身体の内部を画像化します。

　胸部、肝臓、胆のう、膵臓、胃、腸な

どの各臓器、頭部、腰椎、手足の骨等、

全身が撮影可能です。造影剤を用いるこ

とにより大動脈等の血管も描出可能です。

　当院では脳血管障害の患者様が多いた

め、脳血管から大腿動脈までのCTアンギ

オグラフィーと呼ばれる検査が多いのも

特徴です。薄い断面の画像を複数積み重

ねることで、３D画像及びあらゆる角度、

方向から、臓器を見ることが出来ます。

　検査時間は撮影部位によって異なりま

すが、数分程度です。

MRI検査

MRI（磁気共鳴画像装置）とはMagnetic

Resonance　Imagingの略で、非常に強い

磁石と電波を利用して体の内部の状態を

検査します。この検査はX線を被曝する

ことなく検査できます。また、造影剤を

用いなくても血管を描出することが可能

です。６割が頭頸部の検査で３割が整形

外科系（脊椎系、股関節、膝等）の撮影

をしており、１日に約30人ほどの患者様

を検査しています。

　当院では磁場強度1.5T（テスラ）のMRI

装置を２台導入しており、頭・身体のコイ

ルの他に、膝関節用のフレックスコイル等

必要に応じて使い分けて検査しております。

　検査時間は30 ～ 60分です。

血管撮影

　血管撮影は、股関節付近の大腿動脈ま

たは腕の動脈からカテーテルを挿入し、

造影剤を入れながら血管を撮影する検査

です。カテーテルを用いて治療を行うこ

とを血管内手術と言います。

血管内手術の種類

①塞栓術（脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬

膜動静脈廔など）

②血管拡張術（狭くなった血管をバルーンや

ステントと呼ばれる金属の筒で拡げます。）

③血栓回収術（心臓などから飛んで血管

を塞いでいる血栓を、吸引やステント

に絡めて回収します。）

　当院では、脳神経外科医、心臓血管外

科医、麻酔科医、看護師、診療放射線技師、

臨床検査技師でチームを作り、最高の医

療を提供すべく取り組んでいます。

　医療の進歩と共に医療機器も日々進歩

しております。最新の医療技術を学び専

門性の高い知識と技術で地域医療に貢献

できるよう、努力してまいります。

※令和６年４月から一部変更の予定です。

診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前 勝山　彰

合田　史

高玉　真光 
合田　史 
小池　陽子（9:00～）

勝山　彰
合田　史

高玉　真光 
勝山　彰 
直田　匡彦

小池　陽子（9:00～）

勝山　彰

高玉　真光（10:30まで） 
勝山　彰 
合田　史

午後 小池　陽子（14:00まで）

禁煙外来 午前 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

脳神経内科

午前 
岡本　幸市 
東海林　幹夫 
菅原　隆

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市
猪鼻　佑

岡本　幸市 
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5） 
石澤　邦彦（第3）

午後 石澤　邦彦 橋本　健太朗 山内　洋子（15:30まで）

甘利　雅邦
（完全予約制 14:00まで） 
菅原　隆 
猪鼻　佑

池田　将樹（15:30まで）

物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 上羽　卓 天野　晶夫 天野　晶夫 
田村　峻太郎

心臓血管外科 午後 山﨑　元成 山﨑　元成

脳神経外科 午前 1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸 高玉　真 1診：内藤　功 

2診：高玉　真
1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子 
2診：内藤　功

1診：高玉　真 
2診：宮本　直子

整形外科
午前 佐藤　圭司 

加藤　良衛 島田　晴彦
佐藤　圭司 
館野　勝彦 
正木　博（第11番診察室）

佐藤　圭司（10:30まで） 

加藤　良衛
館野　勝彦 
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1） 
島田　晴彦（第1、5） 
館野　勝彦（第3、5） 
加藤　良衛（第3） 
正木　博（第1､3、5　第11番診察室）

午後 正木　博 館野　勝彦 加藤　良衛 島田　晴彦

眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 

遠藤　朝美 高玉　篤

午後 高玉　篤 高玉　篤（隔週） 高玉　篤

皮膚科 午前 森本　奈緒子 森本　奈緒子 森本　奈緒子 森本　奈緒子

泌尿器外来
午前 矢嶋　久徳 一ノ瀬　義雄

午後 矢嶋　久徳

高血圧外来 午前 中村　哲也

糖尿病外来
午前 中村　保子 中村　保子

午後 中村　保子

消化器内科 午後 財　裕明 財　裕明

内視鏡
午前 財　裕明 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）

午後 乾　正幸
（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

リハビリテーション科 午後 神宮　俊哉

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5） 

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之



救急患者紹介の際は下記連絡先まで直接ご連絡をお願いします。

脳卒中疑い →０２７－２１２－８６３９

　　　　　　 （脳卒中当番医師が対応）

その他疾患 →０２７－２１２－５６１５

　　　　　 （救急外来担当事務が対応）

運用時間：平日８：３０～１７：００まで、

第１・第３・第５土曜日は

　　　　　　　８：３０～１２：３０まで

※休診日や夜間の救急依頼は今まで通り

　代表回線へご連絡をお願いします。

　病院代表 →０２７－２５３－３３１１

救急外来の受入について

花　名：モクレン
花言葉：自然な愛情、崇高
撮影者：松原信子様

　画像診断部は診療放射線技師が12名、

事務１名の計13名で業務に当たっています。

MRI専門技師３名、CT認定技師３名、IVR

専門技師（血管撮影・インターベンション専

門診療放射線技師）１名がおり、専門分野

の勉強にも積極的に取り組んでいます。

業務内容

　放射線を用いて行う検査（レントゲン・

CT等）、患者様・職員の被曝低減管理、

放射線を使用しない検査（MRI 等）を行っ

ています。また、24時間365日画像検査

ができるように診療放射線技師は当直体

制を採用しています。

当院でできる画像検査

　一般撮影、CT検査、MRI検査、血管撮

影検査、透視検査（X-TV）、骨密度検査

を行っています。検査件数の多い画像検

査について一部ご紹介します。

一般撮影

　主に「レントゲン」と呼ばれている検

査です。胸部、腹部、骨や関節の状態等

を知ることができます。検査時間も短く

非常に多く行われている検査です。

CT検査

　CTとは、コンピューター断層撮影法

（Computed Tomography）の略です。Ｘ線

を照射し、通過したＸ線量の差をデータ

として集め、コンピューターで処理する

ことによって身体の内部を画像化します。

　胸部、肝臓、胆のう、膵臓、胃、腸な

どの各臓器、頭部、腰椎、手足の骨等、

全身が撮影可能です。造影剤を用いるこ

とにより大動脈等の血管も描出可能です。

　当院では脳血管障害の患者様が多いた

め、脳血管から大腿動脈までのCTアンギ

オグラフィーと呼ばれる検査が多いのも

特徴です。薄い断面の画像を複数積み重

ねることで、３D画像及びあらゆる角度、

方向から、臓器を見ることが出来ます。

　検査時間は撮影部位によって異なりま

すが、数分程度です。

MRI検査

MRI（磁気共鳴画像装置）とはMagnetic

Resonance　Imagingの略で、非常に強い

磁石と電波を利用して体の内部の状態を

検査します。この検査はX線を被曝する

ことなく検査できます。また、造影剤を

用いなくても血管を描出することが可能

です。６割が頭頸部の検査で３割が整形

外科系（脊椎系、股関節、膝等）の撮影

をしており、１日に約30人ほどの患者様

を検査しています。

　当院では磁場強度1.5T（テスラ）のMRI

装置を２台導入しており、頭・身体のコイ

ルの他に、膝関節用のフレックスコイル等

必要に応じて使い分けて検査しております。

　検査時間は30 ～ 60分です。

血管撮影

　血管撮影は、股関節付近の大腿動脈ま

たは腕の動脈からカテーテルを挿入し、

造影剤を入れながら血管を撮影する検査

です。カテーテルを用いて治療を行うこ

とを血管内手術と言います。

血管内手術の種類

①塞栓術（脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬

膜動静脈廔など）

②血管拡張術（狭くなった血管をバルーンや

ステントと呼ばれる金属の筒で拡げます。）

③血栓回収術（心臓などから飛んで血管

を塞いでいる血栓を、吸引やステント

に絡めて回収します。）

　当院では、脳神経外科医、心臓血管外

科医、麻酔科医、看護師、診療放射線技師、

臨床検査技師でチームを作り、最高の医

療を提供すべく取り組んでいます。

　医療の進歩と共に医療機器も日々進歩

しております。最新の医療技術を学び専

門性の高い知識と技術で地域医療に貢献

できるよう、努力してまいります。

血管撮影装置

64列CT装置 シーメンス製1.5T MRI装置

Canon製1.5T MRI装置
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検査します。この検査はX線を被曝する

ことなく検査できます。また、造影剤を

用いなくても血管を描出することが可能

です。６割が頭頸部の検査で３割が整形

外科系（脊椎系、股関節、膝等）の撮影

をしており、１日に約30人ほどの患者様

を検査しています。

　当院では磁場強度1.5T（テスラ）のMRI

装置を２台導入しており、頭・身体のコイ

ルの他に、膝関節用のフレックスコイル等

必要に応じて使い分けて検査しております。

　検査時間は30 ～ 60分です。

血管撮影

　血管撮影は、股関節付近の大腿動脈ま

たは腕の動脈からカテーテルを挿入し、

造影剤を入れながら血管を撮影する検査

です。カテーテルを用いて治療を行うこ

とを血管内手術と言います。

血管内手術の種類

①塞栓術（脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬

膜動静脈廔など）

②血管拡張術（狭くなった血管をバルーンや

ステントと呼ばれる金属の筒で拡げます。）

③血栓回収術（心臓などから飛んで血管

を塞いでいる血栓を、吸引やステント

に絡めて回収します。）

　当院では、脳神経外科医、心臓血管外

科医、麻酔科医、看護師、診療放射線技師、

臨床検査技師でチームを作り、最高の医

療を提供すべく取り組んでいます。

　医療の進歩と共に医療機器も日々進歩

しております。最新の医療技術を学び専

門性の高い知識と技術で地域医療に貢献

できるよう、努力してまいります。

血管撮影装置

64列CT装置 シーメンス製1.5T MRI装置

Canon製1.5T MRI装置
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　画像診断部は診療放射線技師が12名、

事務１名の計13名で業務に当たっています。

MRI専門技師３名、CT認定技師３名、IVR
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CT等）、患者様・職員の被曝低減管理、

放射線を使用しない検査（MRI 等）を行っ

ています。また、24時間365日画像検査

ができるように診療放射線技師は当直体
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当院でできる画像検査

　一般撮影、CT検査、MRI検査、血管撮

影検査、透視検査（X-TV）、骨密度検査

を行っています。検査件数の多い画像検

査について一部ご紹介します。

一般撮影

　主に「レントゲン」と呼ばれている検

査です。胸部、腹部、骨や関節の状態等

を知ることができます。検査時間も短く

非常に多く行われている検査です。

CT検査

　CTとは、コンピューター断層撮影法

（Computed Tomography）の略です。Ｘ線

を照射し、通過したＸ線量の差をデータ

として集め、コンピューターで処理する

ことによって身体の内部を画像化します。

　胸部、肝臓、胆のう、膵臓、胃、腸な

どの各臓器、頭部、腰椎、手足の骨等、

全身が撮影可能です。造影剤を用いるこ

とにより大動脈等の血管も描出可能です。

　当院では脳血管障害の患者様が多いた

め、脳血管から大腿動脈までのCTアンギ

オグラフィーと呼ばれる検査が多いのも

特徴です。薄い断面の画像を複数積み重

ねることで、３D画像及びあらゆる角度、

方向から、臓器を見ることが出来ます。

　検査時間は撮影部位によって異なりま

すが、数分程度です。

MRI検査

MRI（磁気共鳴画像装置）とはMagnetic

Resonance　Imagingの略で、非常に強い

磁石と電波を利用して体の内部の状態を

検査します。この検査はX線を被曝する

ことなく検査できます。また、造影剤を

用いなくても血管を描出することが可能

です。６割が頭頸部の検査で３割が整形

外科系（脊椎系、股関節、膝等）の撮影

をしており、１日に約30人ほどの患者様

を検査しています。

　当院では磁場強度1.5T（テスラ）のMRI

装置を２台導入しており、頭・身体のコイ

ルの他に、膝関節用のフレックスコイル等

必要に応じて使い分けて検査しております。

　検査時間は30 ～ 60分です。

血管撮影

　血管撮影は、股関節付近の大腿動脈ま

たは腕の動脈からカテーテルを挿入し、

造影剤を入れながら血管を撮影する検査

です。カテーテルを用いて治療を行うこ

とを血管内手術と言います。

血管内手術の種類

①塞栓術（脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬

膜動静脈廔など）

②血管拡張術（狭くなった血管をバルーンや

ステントと呼ばれる金属の筒で拡げます。）

③血栓回収術（心臓などから飛んで血管

を塞いでいる血栓を、吸引やステント

に絡めて回収します。）

　当院では、脳神経外科医、心臓血管外

科医、麻酔科医、看護師、診療放射線技師、

臨床検査技師でチームを作り、最高の医

療を提供すべく取り組んでいます。

　医療の進歩と共に医療機器も日々進歩

しております。最新の医療技術を学び専

門性の高い知識と技術で地域医療に貢献

できるよう、努力してまいります。

※令和６年４月から一部変更の予定です。

診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前 勝山　彰

合田　史

高玉　真光 
合田　史 
小池　陽子（9:00～）

勝山　彰
合田　史

高玉　真光 
勝山　彰 
直田　匡彦

小池　陽子（9:00～）

勝山　彰

高玉　真光（10:30まで） 
勝山　彰 
合田　史

午後 小池　陽子（14:00まで）

禁煙外来 午前 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

脳神経内科

午前 
岡本　幸市 
東海林　幹夫 
菅原　隆

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市
猪鼻　佑

岡本　幸市 
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5） 
石澤　邦彦（第3）

午後 石澤　邦彦 橋本　健太朗 山内　洋子（15:30まで）

甘利　雅邦
（完全予約制 14:00まで） 
菅原　隆 
猪鼻　佑

池田　将樹（15:30まで）

物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 上羽　卓 天野　晶夫 天野　晶夫 
田村　峻太郎

心臓血管外科 午後 山﨑　元成 山﨑　元成

脳神経外科 午前 1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸 高玉　真 1診：内藤　功 

2診：高玉　真
1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子 
2診：内藤　功

1診：高玉　真 
2診：宮本　直子

整形外科
午前 佐藤　圭司 

加藤　良衛 島田　晴彦
佐藤　圭司 
館野　勝彦 
正木　博（第11番診察室）

佐藤　圭司（10:30まで） 

加藤　良衛
館野　勝彦 
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1） 
島田　晴彦（第1、5） 
館野　勝彦（第3、5） 
加藤　良衛（第3） 
正木　博（第1､3、5　第11番診察室）

午後 正木　博 館野　勝彦 加藤　良衛 島田　晴彦

眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 

遠藤　朝美 高玉　篤

午後 高玉　篤 高玉　篤（隔週） 高玉　篤

皮膚科 午前 森本　奈緒子 森本　奈緒子 森本　奈緒子 森本　奈緒子

泌尿器外来
午前 矢嶋　久徳 一ノ瀬　義雄

午後 矢嶋　久徳

高血圧外来 午前 中村　哲也

糖尿病外来
午前 中村　保子 中村　保子

午後 中村　保子

消化器内科 午後 財　裕明 財　裕明

内視鏡
午前 財　裕明 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）

午後 乾　正幸
（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

リハビリテーション科 午後 神宮　俊哉

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5） 

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之


